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『現代中国経営者列伝』

『現代中国経営者列伝』星海社、2017年。

傑物8人の列伝から読み解く、現代中国経済
史！
「明治維新と高度成長が一緒にやってきた」
ような狂騒の時代――その中から「改革開放
の風雲児」ともいうべき起業家たちが現れる。
傑物8人の人生を通じて、現代中国経済の発
展をたどっていく。



『プロトタイプシ
ティ』

スーパーシティよりも、まずプロトタイプシティ！
テンセントが未来都市を作る街、新時代都市・深セン。
成功の鍵は“プロトタイプ駆動”にあった。

「まず、手を動かす」が時代を制した。
産業の中心は「非連続的価値創造」にシフトした――。
現代は「プロトタイプ」、頭でっかちに計画を立てるよ
りも、手を動かして試作品を作る。
まずは手を動かす人や企業が勝利する時代となった。
そして、先進国か新興国かを問わず、プロトタイプ駆動
によるイノベーションを次々と生み出す場、
「プロトタイプ・シティ」が誕生し、力を持つことに
なった。



『中国「コロナ封じ」の虚
実 デジタル監視は14億人
を統制できるか

 「デマ大国」かつ「幸福な監視国家・中国」が
「健康帝国」化する日――中国から拡大し世界
的に猛威をふるう新型コロナウイルス。中国は
権威主義体制のもと人流抑制により、いちはや
く封じ込めに成功したが、それにより民主主義
体制への懐疑さえ生まれている。だが、中国の
本質はそもそも「上に政策あれば下に対策あ
り」と言われる「デマ大国」であり、ゲテモノ
食ひとつすら取り締まれない。その歴史的・社
会的な課題を克服するためのツールが、本書が
検証するデジタル・監視・大動員なのだ。習近
平体制のもと、「健康帝国」へと突き進む中国
の深層を、気鋭のジャーナリストがレポートす
る



『幸福な監視国家・中
国』

 一体何が起きているか!？

習近平体制下で、政府・大企業が全
人民の個人情報・行動記録を手中に
収め、AI・アルゴリズムによって統
治する「究極の独裁国家」への道を
ひた走っているかに見える中国。新
疆ウイグル問題から香港デモまで、
果たしていま、何が起きているのか!? 
気鋭の経済学者とジャーナリストが
多角的に掘り下げる!
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中国のIT企業とはなにか？



保育＋インターネット
カンガルー・ママ公式サイト

https://www.daishumm.com/



テック・コーヒーショップ
「ラッキンコーヒー」



コーヒー店のアプリでパソコンが買え
る



地上げ
管理SAAS



数字中国（デジタル・チャイナ）

 インターネット思考

「ネット産業とは異なるビジネスにたずさわっている場合でも、思考
方式をインターネットの視点から考えるように企業家は替わらなけれ
ばならない」

 インターネット＋
「インターネット＋（個別産業）」「インターネット＋（政治サービ
ス）」



中国900兆円、日本40

兆円？

中国信息通信研究院（2018）、中国国務院報
告書をもとに筆者作成。
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デジタル経済統計の
困難さ

中国信息通信研究院（2018）をもとに筆者
作成。
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世代交代進む中国IT企業～新たな成長株を探る
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主要ウェブサービスの創業年

世界 中国

ポータルサイト Yahoo!（1994年） 四大ポータル（網易、新浪網、捜狐網、騰訊網）1997～1998年

メッセンジャー ICQ（1996年）、MSNメッセンジャー（1997年） QQ（1999年）

EC アマゾン（1993年）、eBay(1995年） アリババ（1999年）

決済 Paypal（1998年） アリペイ（2004年）

検索 グーグル（1998年） バイドゥ（2000年）

旅行予約 ブッキングドットコム（1998年） トリップドットコム（1999年）

動画 Youtube（2005年） ヨーク（2006年）

SNS マイスペース（2003年） 人人網（2005年）

SNS ツイッター（2006年） ウェイボー（2009年）



なぜ中国デジタルサービスはGAFA

に飲まれなかったのか？

 保護主義とネット検閲が中国企業を守ったのか？

 → 規制は分野ごとに違い

 1： ニュース、動画配信、ネットワークプロバイダーは「外商投資産
業指導目録」にて禁止。決済は金融法規で実質禁止。

 2： 検索、SNSはネット検閲に制限。

 3： それ以外では自由競争だったがローカラズに強みを持つ中国企業
が強い。ECではeBay、アマゾンが敗退。



アイディアだ
けではなく資
金も米国から
VIEスキーム





＊TusStar劉博投資総経理による整理



VIEスキーム採用企業は外資なのか？

 VIEスキームは2000年のシナドットコム（新浪網）のナスダック上場が
嚆矢。以後、長らく規制対象とすべきか議論されてきた。

→ 表面化した問題として、2014年のアリババグループ上場。条件とし
て決済サービスの分離が要件に。独立した決済企業は現アントグループ
に。

＊2020年、米外国企業説明責任法（HFCAA）成立に伴い、米SECから中
国のVIEスキームは圧力をかけられる存在に
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PCインターネット時代の成功企
業

企業名 創業年 主な事業内容 評価額

バイドゥ 2000年 検索 470億ドル

アリババ 1999年 EC 3160億ドル

テンセント 1998年 ゲーム、メッセージアプリ 3兆7500億香港ドル

モバイルインターネット時代の成
功企業

企業名 創業年 主な事業内容 評価額

バイトダンス 2012年 ニュースアプリ、ショートムービーアプリ 3000億ドル（非上場）

メイトゥアン 2010年 レストラン検索アプリ、出前アプリ 1兆香港ドル

シャオミ 2010年 スマホ・IoT製品の製造販売 3000億香港ドル

ディディ 2012年 ライドシェアアプリ 230億ドル（非上場）

ピンドゥオドゥオ 2015年 共同購入EC 1200億ドル

＊非上場企業の評価額については報道資料を参照。



バイトダンス

インタレストグラフに基づくリコメンド

モバイルアプリ利用時間トップ5

アプリ名
累計利用時間（億
時間）

ウィーチャット 406.21

ドウイン 239.74

クワイ 110.57

ドウイン軽量版 74.65

トップニュース 65.76

QuestMobileの報告書をもと
に筆者作成。



アリババグループ
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シャオミ

 ウェブサービスで稼ぐ製造業

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

携帯電話 IoT、生活消費品 ウェブサービス その他

1
0

0
万
元

1
0

0
万
元

シャオミ・事業分野別売上・利益

売上 利益



中国から日本へ：
新たなタイムマシ
ン経営

モバイル決済

ショート動画

行動情報・信用スコアに基づく消費者金融

ライブコマース

etc……



支えるマネーに
も変化

 起業を支えるマネーも米ドルから
人民元へ

 産業振興としてのリスクマネー。国家、
地方自治体によるファンド「政府引導
基金」が2021年末時点で1988ファン
ド、運用資金は6兆1600億元（約120

兆円）に。

 リスクを取るプレイヤーとしての地方
政府

成功例：NIOと合肥市

失敗例：武漢弘芯と武漢市東西湖区
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《2020年中国股权投资市场回顾与展望报告——暨二十周年市场回顾特别版》
_清科研究中心 https://report.pedata.cn/1604980536868216.html



《2020年中国股权投资市场回顾与展望报告—

—暨二十周年市场回顾特别版》_清科研究中心
https://report.pedata.cn/1604980536868216.

html
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2020年秋から続くIT企業規制

 「反独占と資本の無秩序な拡張抑止」

 「データ安全保障のための海外上場規制」

 「ゲーム規制」

 「エドテックを含む学習塾規制」

 「コミュニティEC規制」

 「共同富裕の提唱」

 「アルゴリズムリコメンド規制」

 「暗号通貨のマイニングと人民元との兌換の禁止」



消えたユニコーン

CBインサイツをもとに筆者が作成。
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ハンセンテック指数
出所：HANG SENG INDEXES



NASDAQ GOLDEN DRAGON CHINA 
INDEX
Google Fiananceより引用。



IT企業規制の背景

 アナーキーの世界から生まれたIT企業が、存在感の高まり、B2Gなど新
たなビジネスに伴い、政府との関係を避けられなくなった。

 コングロマリット化する中国IT大手への危機感
＊データ独占、雇用喪失

 総体的安全観に基づくデータ安全保障、情報安全保障とIT企業規制の整
合性で、落とし所が見つからない



出所：IT桔子



コミュニティEC：
お肉屋さん八百屋さんとIT大手の競争
出所：Alibaba News Japanese



次なる成長ポイントは
どこにあるのか？



実務的メタバース

 メタバース「元宇宙」「全真インターネット」

 バーチャルヒューマン

 デジタルツイン



工業互联网、双炭

インダストリアル・インターネット、脱炭素



信頼証明としてのブ
ロックチェーン


出所：

 区块链洞见、2019年。

 IN新聞、2021年。



拡大進むB2G

 中国のスマートシティ 749カ所

 スマート炭鉱、スマート港湾の建
設も急ピッチ
＊ハンガリーなど海外への展開も



サプライチェーンマ
ネジメント
 C2M（customer to Manufacture）

 企業間のデータ共有

 政府は五大要素市場改革に労働、資
本、土地、技術に次いでデータを列
挙。



ご静聴ありがとうございました。

 高口康太

 ツイッター：@kinbricksnow

 Facebookページ：https://www.facebook.com/kinbricksnow/

 Email：info@kinbricksnow.com

https://www.facebook.com/kinbricksnow/

